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経済的な意味で日々の暮らしに
困っていることの有無(％)

困っている 少し困っている

自
公
政
権
は
、
日
本
の
高
齢
者
の
暮
ら

し
に
ゆ
と
り
が
あ
る
か
の
よ
う
に
描
き
、

75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
倍
化
な

ど
、
社
会
保
障
改
悪
を
進
め
て
い
ま
す
。

６
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
高
齢
社
会
白

書
」
で
も
「
60
歳
以
上
の
８
割
超
が
現
在

の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
」
と
強
調
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
「
満
足
」
と
は
ほ
ど

遠
い
の
が
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

内
閣
府
が
発
表
し
て
い
る
「
高
齢
者
の

生
活
と
意
識
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
経
済
的
に
日
々
の
く
ら
し
に

「
困
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
は
日
本
だ
け

前
回
比
で
増
加
。
「
少
し
困
っ
て
い
る
」

と
の
合
計
で
も
日
本
は
33
・
８
％
と
断
ト

ツ
で
す
。
（
グ
ラ
フ
参
照
）

背
景
に
低
年
金

背
景
に
は
低
年
金
に
よ
る
高
齢
者
の
貧

困
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
高
齢
者
世
帯
の

約
４
割
が
年
間
所
得
２
０
０
万
円
未
満
。

新
型
コ
ロ
ナ
危
機
以
前
、
全
体
で
は
減
少

傾
向
に
あ
っ
た
生
活
保

護
の
受
給
者
数
・
受
給

率
も
、
65
歳
以
上
は
一

貫
し
て
増
え
続
け
て
き

ま
し
た
。

高
齢
者
政
策
や
支
援
で
大
切
だ
と
思
う

も
の
（
複
数
回
答
）
は
「
介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」
「
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
「
公
的
年
金
」

が
い
ず
れ
も
約
６
割
と
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。
政
治
は
こ
れ
ら
の
要
求
に
応
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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住民こそ主人公・住民のための市政を

事件発生から５年。相模湖地域を中心につ
くられた『共に生きる社会を考える会』は
「こうした悲惨な事件を２度と起こさせない、
風化させない、後生に伝える」ために、毎年
「犠牲者をしのぶ会」を開催してきました。
今年も事件の起きた７月26日に行われます。
なお人数制限がありますので、事前に予約

いただければありがたいとのことです。

津久井やまゆり園事件

今年も「犠牲者をしのぶ会」が開催されます
日時 ７月26日(月)午後２時から

場所 相模湖総合事務所３階 大会議室

参加費：300円

◆当日の主な内容

○ドキュメント映画＝津久井やまゆり園事件が問い

かけたもの「生きるのに理由がいるの？」の上映

○お話 映画を企画・制作された澤 則雄さん

〈連絡先〉042-684-3514 太田

老
後
の
満
足
度
低
下



 日本人労働者 35
 日本人勤労学徒 3
 中国人労務者（捕虜） 28
 朝鮮人（自由労働＋強制連行）     (推定) 17

合 計 83 人

相模ダム工事の殉職・殉難者

今
回
か
ら
昆
虫
シ
リ
ー
ズ

の
始
ま
り
で
す
。

日
本
に
30
種
類
い
る
セ
ミ

の
う
ち
、
ハ
ル
ゼ
ミ
と
名
が

付
い
て
い
る
種
類
は
３
種
い
ま
す
。
ハ
ル
ゼ
ミ
と
エ

ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
と
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
で
す
。

去
年
の
５
月
、
藤
野
の
里
山
を
歩
い
て
い
た
ら
、

頭
上
か
ら
「
ム
ゼ
ー
・
ム
ゼ
ー
」
と
い
う
ハ
ル
ゼ
ミ

の
声
が
し
て
い
ま
し
た
。
山
の
尾
根
す
じ
の
松
林
で

啼
い
て
い
る
の
で
、
マ
ツ
ゼ
ミ
と
も
云
わ
れ
ま
す
。

高
い
幹
の
上
な
の
で
姿
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

又
、
丁
度
今
頃
の
季
節
６
月
か
ら
７
月
、
標
高
が
千

Ｍ
以
上
の
山
へ
行
く
と
、
さ
わ
が
し
く
啼
い
て
い
る

セ
ミ
が
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
で
す
。
山
登
り
を
す
る
人
に

は
初
夏
の
山
の
お
な
じ
み
の
声
で
、
天
気
が
良
い
と

一
日
中
集
団
で
「
ミ
ョ
ー
キ
ン
ミ
ョ
ー
キ
ン
ケ
ケ
ケ

ケ
」
と
啼
い
て
い
る
の
で
う
る
さ
い
位
で
す
。

セ
ミ
は
オ
ス
し
か
発
音
器
が
無
い
の
で
、
啼
い
て

い
る
の
は
オ
ス
だ
け
で
す
。
千
Ｍ
か
ら
千
七
百
Ｍ
位

の
標
高
の
所
に
生
育
し
て
い
て
、
里
の
セ
ミ
よ
り
早

く
山
で
は
セ
ミ
し
ぐ
れ
が
聞
か
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
の
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
は
少
な
い
種
類
で
、

生
育
地
で
は
集
団
で
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
の
よ
う
な
声
で

啼
く
そ
う
で
す
。
各
地
で
天
然
記
念
物
な
っ
て
い
ま

す
。
箱
根
の
早
雲
寺
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
回
も
お
楽
し
み
に
！

明日の相模湖 NO.868 2021年7月11日 URL=http://www.ne.jp/asahi/jcp/sagamiko (2)

自然観察シリーズ

NO. 537

昆 虫 [１]

ハ
ル
ゼ
ミ
（
春
蝉
）

半
翅
目

セ
ミ
科

お
詫
び
と
お
知
ら
せ

編
集
部
員
の
急
な
都
合
で
「
明
日
の
相
模
湖
」

の
発
行
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
月
２
回
の
発
行
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
月
１
回
の
発
行
に
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
自
然
観
察
シ
リ
ー

ズ
は
植
物
に
代
わ
っ
て
昆
虫
に
な
り
ま
す
。
引
き

続
き
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

第43回 相模湖・ダム建設殉職者合同追悼会

日時：７月25日(日) 午前11時～午後３時

会場：相模湖交流センター

セレモニーや展示会などは中止。献花のみです


